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紙筒苗の乗用田植機による移植作業
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表 2 施 月巴 量
1  は し 力S き

紙簡苗は各地で好評を得,特に寒冷地帯での結果が良く,

紙簡苗専用の田植機開発などに努力していることから遂次

普及しつつある。しかし,紙簡苗の専用田植機に先行して

近年多条用の日植機が開発され移植適応性が検討され歩行

用田植機での実用化が認められている。

ところが,よ り高能率の田植をめぎして乗用 6条口植機

が開発された。

そこで著者らは,こ の乗用 6条機を用い依草転換初年目

ほ場において,紙簡苗の移植適応性について,作業精度や

能率を中苗と比較検討した結果十分に活用できることが得

られたので報告する。

2試 験 方 法

0)供試ほ場 厨川火山灰土壌.牧草転換初年目ほ場
12)供試面積 紙簡薔30a,中苗30a
(3}供試品種 ハャニシキ
に)耕種概要

1育 苗
床土 :pH約 6の厨川火山灰土を硫黄華により,pH4 5に

調整して床土とし,ヒ ドロキンイツキサゾール粉剤 6′ /
箱を施用した。

育薔管理 :育苗は表 1通 リビニール′ヽウス内で行つた。

紙筒吉は中吉より播種期が6日早く,発芽から初期生育

には電熱線による地中加温を行なつた。

表 1育 苗 方 法

育 菌 の 種 類

育 苗 の 規 格

1箱当り播種量 (,)
播  種  日(月日)
育 苗 日 数(日 )
10a当 り予定箱数輛 )

注.()内数字は成分量。

2本 田
移植日 :5月 25日 ,施肥 :桂カル200り/10aを散布し,

基肥は化成肥料 (13-30-10)78切 /10aをプロードキャ
スターで散布し,追肥は 6月 5日 (根付肥), 7月 10日 (分
けつ期 )にそれぞれ細粒肥料 (13-17-12)15協 /10a,
穂Л巴は7月 20日にN町ヒ成(17-17)■ 7じ40a施肥した。

耕起代掻法 :1977年秋ロータリ耕→湛水代掻 (ブルドー

ザー), 1978年春更にロータリー耕→転圧・均平 (ブル

ドーザー )→ロータリーによる代掻→ ドライブハロー(均

平板装着 )代掻均平。

日植機 :Y式乗用 6条田植機 (Y P 6000)を 用い,裁植
様式は条間 30",株間り物 (278ん/″ )と し, 1株苗か

きとり調節は紙筒苗では,横おくり14露 ,縦おくり10",

中苗はそれそれ14●3に調節した。

3試 験 結 果

圃場来歴 : このほ場は1963年水田造成後,牧草畑と
して使用していたもので 1977年秋に牧草を転換した。

土壊条件 : 移植の直前及び直後に土壌硬度を調査し

た。表 3に示すように下げ振り深は紙簡苗区の移植開始時

1160π ,終了時は114磁,中苗区は115磁,111∽ と移植
作業の前後にはほとんど変化なかつた。

表 6土 壊 硬 度
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耕土深 :紙簡苗区 263".中 苗区 204"と 紙筒苗区がや
や深かかった。

又,両ヤま場とも牧草残株が散見され移植機械の走行に若

千の悪影響を及ばしたようでぁった。

苗 質 : 紙筒苗の苗質についてみると草丈 19302と
やや徒長ぎみであった。葉数 42葉 ,地上部 100個 体当り

乾物重は493θ であった。

移植精度 : 表4に示す通り設定した植付株数 278株
/′に対し,実際の植付株数は,紙筒苗区282ん/″ ,中
苗区 277ん /″ で両区ともほぼ目標通りの植付株数であつ

た。

機械的欠株と認められるものは両区とも08琳/″で,欠

株率は約 3%で あつた。

表4移 植 精 度

区 分 紙 筒 苗 中  苗
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植 付 時 間
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作   度 (滉 /S)
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有効作業効率 (%)

050
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首箱使用量 (籠/100 396 357

表5 移 植 作業能率

″当り植付株数 (務/イ )
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注.鵬 X100=活着率

この欠株は,紙簡苗では紙ポットのくずれ,中苗では浮

苗によるものであった。

活着株数は,紙筒苗区 279機/プ活着率は989%,中 苗
区はそれぞれ 272株/ノ ,982%で ともに高い活着率を示
した。

又,紙筒苗区の場合 1株に2ボ ノト以上植付けられたも
のは全くみられなかった。

植付深は,紙筒苗区30σ2,中苗区ではやや深かく35
σ″であつた。

作業能率 : 表 5に示す通り全作業時間は紙筒苗区で
102hr/1oa,中苗区 0 95hr/10aと 紙筒苗区の移植が
0 07hr/1oa多 く要した。

植付時間は,紙簡薔区0 55hr/1o a,中苗区 0 63hr/

10aと 紙筒苗区が0 08hr/1o a早 かつた。

苗補給時間は,紙筒苗区 0 32 hr/1o a, 中苗区0 23hr

/10aと 紙筒苗区が0 09 hr/1o a多 くかかつた。これは,

紙簡苗植に対する不慣れと,育苗箱内周囲の土おとし作業

や育苗箱数の多いことなどが原因している。

旋回時間は両区とも007～0 08hr/1o aで はとんど差

が認められなかった。

ほ場作業量は紙筒苗区は中苗区よりやや低く,有効作業

量は紙筒苗区が高い,有効作業効率は紙簡苗区が538%,

中苗区が660%で紙筒苗区が122%低かつた。これは紙筒
苗は苗補給や調整などに多くの時間を要したからである。

以上の結果から紙筒苗を用いた乗用 6条田植機による移

植精度および作業の両面から,実用性が高いと判断された。

4 ま  と  め

牧草転換初年目ほ場の比較的不適当な条件のほ場におい

て,紙筒苗と中苗を乗用 6条田植機により移植を行い移植

精度,作業能率を検討した結果では,紙簡苗,中苗ともほ

ぼ同等であることがわかった。

既往の歩行用田植機による紙筒苗移植の結果 1)と合せ

ると,紙筒苗のマット苗用田植機に対する適応性は極めて

高く,能率的な紙筒苗移植に新しい局面を展開したといえ

よう,本試験に供した田植機は一機種のみであったので兼

用田植機の他機種に対する適応性については,今後の検討
が残されている。

引  用 文  献

0 橋本 進・斉藤 馨.マ ット苗日植機に対する新型
ペーパーボット苗の適応性.東北農業研究 21,93
-94(1978).

調 査 項 目 苗中

27 7

53
35
08
28
272
982

28 2

41
30
08
27
279
989


